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１．はじめに 
観光における食事の楽しみは観光客の満足度

を高める大きな要素であり、極めて重要な観光

資源です。そして地域の個性的な食材や料理と

不可分である食器もまた重要な観光資源である

と言えます。特に、その地域に因んだ事象を食

器のデザインに用いることにより、観光客の印

象をより深めることができるとともに、一大陶

磁器生産県である愛知県の認識を高めることも

可能と考えられます。 
このため、本研究では県内の各観光地におけ

る観光資源、民話、昔話等をモチーフとした観

光地の飲食店向け食器のデザインを開発・提案

します。 
２．情報収集・調査 
デザイン開発方針を決定するため、各観光地

における観光資源、民話、昔話等の情報収集を

行うとともに、飲食店向けアンケート調査を行

いました。調査結果による和食器のデザインの

方向性は以下のとおりでした。 
○和食器はメニューを意識しながら陶器、磁器

の素材を選択し、季節感を持たせるようデザ

イン、またモチーフとする観光資源を選定す

る。 
○釉薬や質感を組み合わせたモチーフの展開、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
特に瀬戸の伝統釉を活用する。 
○器に季節感を持たせる場合は観光客の多い春、

秋を念頭に置く。 
○モチーフの扱いは食器においてはメニューや

食材との兼ね合いを考えて意匠化する。 
○食卓小物は食器に比べ具象的に展開する。 
３．デザインの作成及び試作 
一例として、日間賀島に伝わる昔話「かしき

長者」をモチーフとしたデザイン展開を紹介し

ます。 
かしき長者は、信心深いかしき（漁師のため

に舟で食事を作る人。）が、不思議な砂浜の砂を

掬っておいたところ、翌朝砂は金になり、その

後村一番の金持ちとなって幸せに暮らした、と

いうストーリーですが、このストーリーのポイ

ントとなる部分から５つの絵を作成し、食器に

展開しました（図参照）。 
４．結び 
それぞれの地域に固有な観光資源をデザイン

に採用することにより、その地を訪れた観光客

の印象をより高める食器が開発できました。こ

れらの食器を通して、愛知県を訪れる観光客が

増えるとともに、これまでにない観光地密着型

の食器として、瀬戸焼業界の活性化に繋がるこ

とを期待します。 
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図 「かしき長者」による食器への展開 
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